
 

 

 

 

 

     東京都公立高校大会 ６年連続 本大会出場 都立高校ベスト１６ 

去る 2月 4日から 11日にかけて、第１９ 回東京都公立高校大会第 4支部予選が行われました。新人戦での初戦敗

退や 8ブロック冬季大会の敗戦を払拭し、原点に立ち返って村高の持ち味を活かしたバレーボールを展開することや

持てる力を全て発揮して、いかなる相手にも立ち向かっていく姿勢を崩さないよう、コートもベンチも、支えて下さ

った保護者の方やこれまで面倒みてくれた三年生への感謝を胸に心を一つに試合に臨みました。 

1日目は南多摩高校、松が谷高校と対戦し、いずれもストレート勝ちではあったものの、松が谷戦の 2セット目はこ

ちらのイージーミスから流れを持っていかれ、中盤苦しい展開になりましたが、途中メンバーチェンジしたサラの活

躍で相手に奪われたリードをひっくり返して、最後にマッチポイントを奪い勝ちきることができました。 

迎えた 2日目は、会場は日本工学院八王子専門学校で、抽選の結果、1回戦が第 5試合目となりました。長時間待機し

なければならない事と、しかも相対するは東大和で、しかも東大和は一つ勝ち上がって、村高との試合が 2回戦とい

う事で、条件的には非常に厳しい組み合わせとなりました。しかしながら、8ブロック冬季大会で東大和に敗退した悔

しさを全てぶつけたような素晴らしい戦いとなり、東大和の長身センタープレーヤーやサイドアタッカーの攻撃も見

事に封じて、プッシュや強打を織り交ぜた攻撃に、東大和の鉄壁な守備も崩し、結果ストレート勝ちで 2回戦に駒を

進めることが出来ました。 

2回戦は都ベスト 32の野津田で、ベスト 4がかかった戦いとなりましたが、何としても本大会に出場したいという

チームの強い思いが勢いを生み、ストレート勝ちで野津田を破って、見事 7年連続 8回目となる第 4支部ベスト 4と

なり、都立高校ベスト 16入りを果たしました。しかしながら、準決勝の日野戦はなんとかリベンジをしたかったもの

の、1-5対決を制する事は出来ませんでした。 

通算７回目となる平成２９年度東京都公立高校大会本大会では、第１支部２位の都立城東高校との対戦となりまし

た。関東予選の１６決めで審判の誤審により敗戦となってしまった３年生の雪辱戦ともいうべき戦いでしたが、心配

された硬さもなくリラックスした感じで試合が始まり、第１セットは２５－２７で取られたものの、第２セットは 

２６－２４で取り返し、第３セットは追いつ追われつの展開で一旦はリードしながらも、最後は踏ん張り切れず２２

－２５とフルセットの末、激戦を制することが出来ませんでした。それこそ、コートもベンチもギャラリーも心を一

つにし、会場で観戦していた多くの人々も手に汗握る試合となりましたが、接戦だっただけに選手にとっては非常に

悔しい敗戦だったと思います。この悔しさを忘れることなく、是非次の関東予選に繋げて、次こそはどの代も叶える

ことが出来なかった「関東大会出場」の夢を実現させたいと思います。まずは、その前哨戦となる８ブロック春季大

会で杉浦杯の奪還を目指します！！ 

 お忙しい中、大会会場まで足を運んで下さった保護者の皆さま、３年生、ならびに関係者の方々、熱い応援ありが

とうございました。今後とも、是非宜しくお願い致します。 

                                 

 【都立高校大会予選・本大会結果】 

☆２月４日予選リーグ     ★２月１１日決勝トーナメント    ◇２月１８日本大会 

 武蔵村山２５－４ 南多摩   １回戦：武蔵村山２５－２３東大和     武蔵村山２５－２７城東 

  武蔵村山２５－６ 南多摩       武蔵村山２５－１７東大和   武蔵村山２６－２４城東 

                 ２回戦：武蔵村山２５－１８野津田   武蔵村山２２－２５城東 

  武蔵村山２５－１１松ケ谷       武蔵村山２５－１０野津田 

  武蔵村山２５－２１松ケ谷   ３回戦：武蔵村山１８－２５日野 

                                         武蔵村山１７－２５日野 

一 期 一 会 

都立武蔵村山高校女子バレーボール部だより vol.39 

                      2018.3.10 

22  


